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領域の重要性を示した。 3 章では 4 章、 5 章での分析に共通する定義などを解説した。ここで本研究の基礎理論であ
る「生態学的視覚論J 、 「生態幾何学J の解説、語句の定義を行った。




































る際に、実際にどのような視覚的変化が起こっているのかを記述して「沈み込みJ rすりより J r浮遊」などのタイプ
を発見している。更にこれらを汎用化するために、面と面の詳細な位置関係と、現れる視覚変化のタイプを類型化し
た結果、都市で起こる遮蔽現象を記述するための 16 の言語を提案し、これらがどのような物的要素と身体との位置
関係によって生ずるかを明らかにしている。
以上のように、本論文は、建築内部の開口と都市空間を対象として、身体と物的要素の配列が生み出す視覚的流動
のパタンを詳細に整理し、建築と都市を構成しデザインするための新たな幾何学言語に関する貴重な知見を提出して
おり、建築計画、都市計画の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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